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公明党の平和主義

１．たゆまぬ友好・対話による平和外交
公明党は立党以来、諸外国との友好・対話を重ね信頼と友情を深めてきました。
対話こそ世界平和構築のための最善最短方法であると確信しています。
逆に武力による平和は絶対にありえません。
対話から逃げず、決してあきらめず、たとえ時間がかかっても相互理解を目指します。

２．積極的国際平和貢献
日本は先の大戦の猛反省から、日本国憲法によって世界平和に貢献してゆくと
誓いを立てました。その誓いを果たしゆくのが日本の責務であります。
災害救援や食糧危機支援などをはじめ、医療・健康支援、工業技術支援指導、
教育普及推進などなど数え切れないほど国際平和貢献を実施しています。
また、ＰＫＯ活動など、戦争による被害からの復興支援は、多くの国から評価
されるまでに信頼され定着しています。

３．敵意のない抑止力の整備
それでも時に平和をものともせず、武力による勢力拡大を企てる人間が誕生する
可能性は、世界の歴史が物語っています。
また、近年見られるように、国という枠を超えて、テロ集団・テロ組織による
事件が頻発し、世界中の脅威となり不安は増すばかりです。
そういう勢力からの攻撃を未然に防ぐものが抑止力です。
さらにその抑止力が対話推進に役立つことがあるのも事実です。
今国会で議論されている「平和安全法制」は、この抑止力の整備になります。

絶対に戦争を起こさないために！
生命尊厳、世界平和構築のために！

立党精神にゆるぎなし！貫き通します！

●日本人海外旅行者数

年間
１,８００万人以上

●海外進出日系企業数
外務省調べ
６万３,７７７拠点
海外で暮らす日本人
在留１２５万人

●海外から石油・ガス等
燃料輸入率

約９９％
再生可能エネルギー
発電率はまだ１２％

●日本の食料自給率
カロリーベースで

約４０％
世界人口が増え続け
食料確保が困難に…

公明党は憲法９条を護り抜き、
国民の生命・自由・幸福追求権の保護に全力を尽くします！
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高萩市議会報告 平成２７年 ６月定例議会 一般質問

年4回開催される定例議会
では、市民の皆様から頂い
たご意見ご要望などを市政
に反映させるため、私たち
は毎回欠かさず真剣に一般
質問を行っています。
活動の記録は各ホームペ

ージやフェイスブックでも
報告しています。
これからも現場第一主義

で働いて参ります。

菊地正芳 議員
ホームページ

www.komei.or.jp/km/masa/

今川敏宏 議員
ホームページ
t-imagawa.sakura.ne.jp/

市民相談・法律相談はお気軽にご連絡ください
〈連絡先〉 今川敏宏 電話２４－３０７９

菊地正芳 電話２３－７８７６

菊地 正芳 議員

●消費者教育の推進について
・消費者トラブルが急増している。子どもから大
人まで消費者として身を守る知識と能力を身に
つけることが大切である。そのために「消費生
活条例」の制定と、消費生活サポーターの育成
をすべきだが見解を伺う。

●情報モラル(道徳意識）・情報リテラ
シー(活用能力）教育について
・神戸市では警察・高校・大学・教育委員会が協
力して、子どもたち自身に考えてもらおうと、
スマートフォンの授業が始まった。高萩市でも
実施すべきと思うが見解を伺う。

●軽中度難聴児補聴器購入費助成
について
・保護者の経済的負担を軽減するとともに、早期
に補聴器を装用することで、児童の成長期にお
ける言語発達や、コミュニケーション能力を高
めることができる。助成について見解を伺う。

今川 敏宏 議員

●高萩創生について
①「創生」の言葉の意味は従前の価値観から脱却
し、新しい価値観をつくり、その上で高萩なら
ではの市民が活き活き暮らせるまちづくりだと
思うが、高萩創生のビジョンを伺う。

②これから総合戦略を策定するに当たっては、子
どもを産めるのは女性であり、女性が住みやす
い、住みたいと思うまちづくりが重要であるの
で、女性の意見を取り入れるために女性の委員
を増やすべき。また雇用創出には高萩市の８割
を占める森林資源を活かすことが考えられる。
見解を伺う。

●高萩の夏について
①高萩の海について
・海水浴場駐車場は無料でいいのでは？
・バーベキューを解禁にしてはどうか？
・高戸小浜整備はどう考えているか？
・頓挫したＣＣＺ計画の後始末をどうするか？
②草刈り除草について、市全体の除草計画を策定
し公開すれば、もっと効率が上がるのでは？

③各地域集会所等の暑さ対策を伺う。


